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印 刷 ()北斗ォフセット しかわら 
総数51,665人（男24,857・女26,808）世帯数14,928 (5月31日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 市の人口 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

わたくしたちの先人は、不焼不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り
開き、今日の活力に潤ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

二に市民憲章を定めます。 
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（昭ネ159年10月I日制定） 市 民 憲 章 

国
国
兆
寸
パ
昌
 

田 

開
園
2
2周
年
を
祝
う
 

個
側
⑩
翻
嗣
が
腐
固
審
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
る
み
園
」
 

開
園
二
十
二
周
年
を
迎
え
た

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る

み
園
」
 
（前
田
忠
」（
寮
長
）
で

は
六
月
五
日
、
同
ホ
ー
ム
で
そ

の
記
念
祝
い
と
共
に
入
所
者
の

誕
生
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

記
念
祝
い
で
は
、
森
田
市
長

が
 
「人
生
は
苦
労
も
あ
り
ま
す

が
、
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
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g、
、J

《上、
、
に
し
 
 あ

り
ま
す
。
身
体
に
気
を
つ
け

て
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
で
も
、
で
き
る
だ
け
近
い
将

来
、
立
派
な
老
人
ホ
ー
ム
を
建

て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
、
 

四
月
か
ら
六
月
ま
で
に
生
ま
れ

た
十
六
人
に
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
 

ン
ト
を
贈
り

長

ま
し
た
。
 

挿
 

そ
の
後
懇

柵
親
会
に

移
り
、
 

る

お
じ
い
ち
ゃ

す

ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
達
は
、
 

赤
飯
な
ど
を

食
べ
な
が
ら

開
園
二
十
一
一

周
年
の
喜
び

を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。
 

恒
例
の
 
「朝
市
」
が
六
月
五

日
、
市
庁
舎
前
お
ま
つ
り
広
場

に
店
開
き
し
ま
し
た
。
 

こ
の
朝
市
は
、
市
民
の
食
卓

に
新
鮮
な
野
菜
や
魚
を
供
給
し

よ
う
と
朝
更
三

（
柴
谷銑
一
会

長
 
会
員
五
十
人
）
が
主
体
と

な
り
、
市
が
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
十
八
年
目
。
今
で

は
オ
ー
プ
ン
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
る
市
民
も
多
く
な
り
、
市

民
の
語
ら
い
の
場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
の
日
午
前
五
時
、
「花
火
」
 

が
三
発
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
市
 
 

民
が
続
々
と
訪
れ
、
ミ
ズ
、
フ

キ
、
ウ
ド
、
ホ
ー
レ
ン
草
、
長

イ
モ
な
ど
の
山
菜
や
野
菜
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。
 

初
日
の
出
店
は
二
十
三
店
で

す
が
、
例
年
ス
イ
カ
の
収
穫
が

本
番
の
七
月
半
ば
に
な
る
と
、
 

こ
の
数
は
グ
ン
と
多
く
な
り
、
 

お
盆
頃
に
は
百
店
近
く
に
も
な

る
と
い
わ
れ
、
出
店
者
も
市
内

の
み
な
ら
ず
、
鯵
ケ
沢
町
、
車

力
村
、
鶴
田
町
な
ど
周
辺
町
村

か
ら
広
く
み
ら
れ
ま
す
。
 

朝
吏

本
の
柴
谷
会
長
は
、
「花

火
を
上
げ
た
せ
い
か
今
日
は
例

年
に
な
く
お
客
様
が
多
く
、
大
 

変
喜
ん
で
い
ま

す
。
市
民
の
皆
 

さ
ん
に
、
で
き

る
だ
け
新
鮮
な

も
の
を
よ
り
安

く
提
供
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
 

こ
の
朝
市
は
、
 

こ
れ
か
ら
十

一

月
末
ま
で
開
か

れ
ま
す
。
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月
1
日
午
前
1
0時
加
分
 

多くの市民でにぎわう朝市 
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衆議i院，議‘員一総選挙事りり 
, '. ' . ' ． '  

、，、参議院議員通常選挙しプ・、 
、“

'  
最高裁裁判官国民審査‘、 

昭和61年（1986年） 7 月 1 日 

あなたの一票 

日本のいのち 

投票用紙の色わけ 

今回の選挙0男役票用紙は 

4種類となり、表のように 

色わけされています。 

投票用紙を間違えて書き 

ますと無効になりますから 

十分注意してください 

衆議院議員選挙 

水色に黒刷り 

最高裁裁判官 
国民審査 

ピンク色に黒刷り 

参議院選挙区選出 
議員選挙 

~ 薄い黄色に黒刷り 
t 

i 参議院比例代表選 
~  出議員選挙 
1 	白色に赤刷り 

,
．・
・
‘
亡・】
 

ラ
I、
ニ
ザ
‘
・
 

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
総
選
挙
と
参
議
院
議
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
通
常
選
挙
が
七
月
六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
国
政
に
自
分

の
意
志
を
反
映
さ
せ
る
よ
い
機
会
で
す
。
選
挙
公
報
や
政
見
放

送
、
新
聞
な
ど
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
い
て
国
政
を
託
す
人
と
政

党
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の

国
民
審
査
も
行
わ
れ
ま
す
。
 

市
内
転
居
者

の
投
票
場
所
 

本
年
六
月
六
日
以
降
に
転
居
し
た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
 

不
 
在
 
者
 
投
 
票
 
は
 

投
票
当
日
に
、
出
張
と
か
出
産
予
定
な
ど
で
投
票
所
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
見
込
み
の
人
は
、
そ
の
理
由
を
申
し
出
て
不

在
者
投
●
蓄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

不
在
者
投
票
は
、
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
は
六
月
十
八
日
か

ら
、
衆
議
院
選
挙
に
つ
い
て
は
六
月
ニ
十
一
日
か
ら
、ま
た
最

高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
に
つ
い
て
は
六
月
ニ
十
八
日
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
受
付
中
で
す
。
該
当
す
る
人
は
七月
五
日
ま
で

（
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
に
印
鑑
を持
参
の
う
え
、
 

産
経
会
館
四
階
会
議
室
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

開
票
日
時
と

場
所
 

七
月
七
日
（
月
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
市
民
体
育
館
で

行
い
ま
す
。
 （
翌日
開
票
）
 

身
障
者

の
人
は
 

郵
便
投

票
が
 

で
き
ま
す
 

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る

人
は
、
住
ん
で
い
る
場
所
で
投

票
用
紙
に
書
い
て
選
挙
管
理
委

員
会
に
郵
送
す
る
「郵
便
投
票
」
 

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
の
範
囲
が
、
五
月
一
日
か
ら

法
改
正
で
拡
が
り
ま
し
た
。
 

今
ま
で
郵
便
投
票
の
で
き
る

人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
両

下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
の
場

合

一
級
か二
級
、
心
臓
・
じ
ん

臓
・
呼
吸
器
の
障
害
の
場
合
一

級
か
三
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る

人
で
し
た
が
、
今
回
の
法
改
正

で
、
あ
ら
た
に
移
動
機
能
障
害

の
一
級
か
二
級
、
ぽ
う
こ
う
・

直
腸
の
障
害
の
一
級
か
三
級
と

記
載
さ
れ
て
い
る
人
も
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
 

該
当
す
る
人
は
身
体
障
害
者

手
帳
を
提
示
し
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
 

▽
投
票
日
 
七月
六
日
（
日
）
 

▽
投
票
時間
 
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
 

▽
投
票
で
き
る
人
 
昭
和
四
十

一
年七
月
七
日
以
前
に
生
ま

れ
、
参
議
院
議
員
選
挙
は
本

年
三
月
十
七
日
以
前
か
ら
、
 

ま
た
衆
議
院
議
員
選
挙
は
本

年
三
月
ニ
十
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
本
市
に
住
み
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
。
 

3・ 

▽
投
票
の
順
序
 

O
衆
議
院
議
員
選
挙
と
最
高
裁
 

裁
判
官
国
民
審
査
を
投
票
 

●

参
議
院
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
を
投
票
 
●

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
を
投
票
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同尋署観多J 
え月年言p4\ 

ー
一
 

一
 一
 

5周年記念式典で祝辞をil!iべる森田市長 

ラ
イ
オ
 

ン
ズ
文
庫

へ
の
寄
贈

は
、
同
ク

ラ
ブ
が
継

続
事
業
と

し
て
行
っ

て
い
る
も

の
で
、
今

年
で
七
回

目
、
三
百

九
十
巻
に

上
っ
て
い
 

ま
す
。
 

森田市長（右端）に目録を手渡される
左から木村さん、田辺会長、外崎さん 
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参
議
院
の
選
挙
制

度
は
、「選
挙
区
選
出

議
員
選
挙
」
と
「
比

例
代
表
選
出
議
員
選

挙
」
 
の
二つ
の
選
挙

か
ら
な
っ
て
お
り
、
 

「選
挙
区
選
出
議
員

選
挙
」
は
候
補
者
個

人
に
投
票
す
る
方
法
 

 

で
す
が
、
 「比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
」
は
政
党
に
投
票
す
る

方
法
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

比
例
代
表
選
出
議
員
制
度
 

個
人
が
ら
政
党
へ
の
選
挙
 

通
常
行
わ
れ
て
い
る
選
挙
の
 

よ
う
に
、
個
人
個
人
の
候
補
者
 

 

 

,
 

 

に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、
政

党
に
投
票
す
る
方
法
で
す
。
 

候
補
者
は
政
党
の
名
簿
に
載
る
 

各
政
党
は
候
補
者
を
選
び
、
 

順
位
を
つ
け
て
名
簿
を
提
出
し

ま
す
。
有
権
者
は
、
名
簿
や
そ

の
政
党
の
政
策
な
ど
を
よ
く
見

て
選
ぶ
政
党
を
決
め
ま
す
。
 

投
票
用
紙
に
は
政
党
名
を
 

 

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
名

で
は
な
く
、選
ん
だ
政
党
名
か
、
 

ま
た
は
そ
の
略
称
を
記
入
し
ま

す
。
 

候
補
者
名
を
記
入
す
る
と
無

効
に
な
り
ま
す
。
 

当
選
者
は
政
党
の
得
票
数
に
比

例
し
て
決
ま
る
 

当
選
人
の
数
は
、各
政
党
の
 

 

  

 

得
票
数
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ

ま
す
。
 

当
選
人
は
各
政
党
の
名
簿
に

載
っ
た
候
補
者
の
上
位
か
ら
順

に
決
ま
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
。
⑩
ニ
一
 

」
一
番
 内
線
「
一
ニ
七番
）
へ

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

豊
か
で

住
み
よ

い
三
好
を

め
ざ

し

て
 

       

    

蔭 

  

       

       

  

書
飼
に
 

       

    

蔭 

  

       

 

圏
暑
寄
鵬
 

 

好
 
地
 
区
 
住
 
民
 
協
 
議
 
会

ー
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三

好
で
六
月
五
日
、「三
好
地
区
住

民
協
議
会
創
立
五
周
年
記
念
式

典
」
が
地
区
住
民
な
ど
約
百
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
ま
ず
開
米
佐
太

郎
地
区
住
民
協
議
会
長
が
 創

立
五
周
年
を
契
機
と
し
て
、
さ

ら
に
心
を
引
き
締
め
、
豊
か
で

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
ま
い

進
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
。
 

続
い
て
来
賓
と
し
て
森
田
市

長
が
、罰
立
五
周
年
ま
こ
と
に

お
め
で
と
う
。
今
後
、
皆
さ
ま

方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
ま

す
ま
す
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

同
地
区
住
民
協
議
会
で
は
、
 
 

こ
れ
ま
で
毎
年
 
「地
区
住
民
 

（
む
らま
つ
り
）作
品
展
一
変ご
 

「地
区
農
業
者
団
体
役
員
と
の

勉
強
会
」
 
「講
演
会
」
 
「地
区

住
民
清
掃
運
動
」
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
ほ
か
、
年
六
回
の
広

報
の
発
行
、
さ
ら
に
昨
年
は
地

区
内
十
八
か
所
に
ゴ
ミ
箱
を
設

置
し
、
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り

に
役
立
て
る
な
ど
活
発
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
 

加
え
て
昨
年
は
、
地
区
住
民

の
悲
願
で
あ
っ
た
 
コニ
好
診療

所
」
の
新
築
が実
現
す
る
な
ど
、
 

同
地
区
は
豊
か
で
住
み
よ
い
三

好
を
め
ざ
し
て
着
実
に
前
進
し

て
お
り
、
式
典
に
出
席
し
た
人

達
も
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
 

ー
ー
フ
イ
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
田辺
靖
彦
会
長
）
で
は
六

月
六
日
、
田
辺
会
長
と
幹
事
の

木
村
健

一
さ
ん
、
会
計
の
外
崎

彦
一
さ
ん
の
三
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
市
立
図
書
館
に
設
置
さ
 

オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

ー
 

れ
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
に

図
書

（児
童
文
学
全
集
 
全
1
1
1
 

十
巻
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全

集
 
全
二
十
一
巻
な
ど
計
五
十

六
巻
）
を
寄
贈
、
森
田
市
長
に

目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 



新
宮

集
会
所
が

落
成
 

地
 区
住
民
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
活
用
×
 

（第618号）④ 

「地域づくりにまい進したい」と
謝辞を述べる山川定助町内会長 

広報ごしょがわら 昭和61年（1986年）7月1日 

去
る
ニ
月
か
ら
改
修
工
事
を
進
め
て
い
た
「
新
宮
集
会
所
」
 

が

」
の
ほ
ど完
成
し
、
六
月
八
日
に
同
所
で
落
成
式
を
行
い
ま

し
た
。
 

落
成
式
に
は
森
田
市
長を
は

じ
め
、
来
賓
、
地
区
住
民
な
ど

合
わ
せ
て
約
八
十
人
が出
席
。
 

森
田
市
長
は
 
「こ
の
集
会
所

が
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
愛
さ
れ
る
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を述
 

こ
れ
は
、
従
来
の
新
宮
集
会

所
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
地
区

住
民
か
ら
改
築
の
要
望
が
強
く

出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、市

で
は
旧
公
共
職
業
安
定
所
の
建

物
を
買
収
し
、
そ
れ
を
改
修
の

う
え
新
集
会
所
と
し
て
供
用
し

た
も
の
。
 

落・成式で式辞をtう1li金こる森田市 
胃 蜜猫 	~ 

べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
地
区
住
民
を
代

表
し
て
末
広
・
新
宮
町
内
会
の

山
川
定
助
町
内
会
長
が
 
「こ
の

集
会
所
の
完
成
を
契
機
と
し
て

末
広
、
新
宮
が
一
心同
体
と
な

り
、
町
内
の
融
和
を
図
る
と
と

も
に
地
域
づ
く
り
に
ま
い
進
し

て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
外
崎

彦
三
郎
市
議
会
総
務
常
任
委
員

長
、
鈴
木
太
左
衛
門
市
教
育
長

の
二
人
が
 
フ」
の
施
設
を
大
い

に
活
用
し
、
生
活
の
向
上
に
役
 

利
用
し
た
い
時
は
 

町
内
会
長
の
山
川
定
助
さ

ん
（
？
⑩
一
〇
四
三
番
）
に

ま
ず
利
羽
し
た
い
日
に
空
い
 

】
 て
戸
る
か
ど
う
か
を
招
ヘパ
し
、
 
 

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
集
会
所
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
平
屋
建
て
、
床
面
積

約
二
百
八
十
平
方
」川
、総
改
修

事
業
費
約
七
百
万
円
で
、
大
広

間
（
八
十
二
畳
）
、
二
つ
の
和

室
（
十
二
・
五
畳
、
十
畳
）
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
同
集
会
所
は
中
央
公

民
館
分
館
と
し
て
の
性
格
も
あ

わ
せ
有
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
後
、
同
集
会
所
の
管
理
運
営

は
末
広
・
新
宮
町
内
会
が
自
主

的
に
行
い
ま
す
。
 

一
 

確
認
の
う
え
申
し込
み
用
紙

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

（
軍
し込
み
用
紙
は
山
川
さ
一

ん
宅
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま

す
。
）
 



く
だ
さ
い
。
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畠
島
包
凹
風
場
⑩
軍
測
国
低
 ー
生
活

学
校
の

み
な
さ
ん

ー
 

や
め

よ
う

無
謀

運
転
 

「
轟
盤

サ

マ
ー
作
戦
」
を
展
開
 

例
年
、こ
れ
か
ら
の
夏
場
は
、
 

本
県
で
は
交
通
死
亡
事
故
や
重

大
事
故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
県
警
で
は
今
年

も
七
月
一
日
か
ら
八
月
末
日
ま

で
の
二
か
月
間
、
 「交
通
死
亡

事
故
抑
止
“
サ
マ
ー
作
戦
）
」
 

を
実
施
レ
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
夏
場
の
死
亡
事
故

の
減
少
を
図
る
た
め
、
重
点
的

に
強
力
な
事
故
抑
止
対
策
を
展

開
し
、
下
半
期
（
七
月
、
十
一
一

月
）
の
死
亡
事
故
抑
止
運
動
へ

と
発
展
さ
せ
る
も
の
で
す
。
 

交
通
事
故
防
止
に
は
、
警
察
 

自
家
用
バ
ス
は
、
 「そ
の
使

用
者
の
た
め
」
 
にの
み
使
用
す

る
も
の
で
す
。
 

有
料

（燃
料
代
又
は
使
用
料

な
ど
も
含
み
ま
す
）
で
自
家
用

バ
ス
を
利
用
し
た
り
、
無
料
で

あ
っ
て
も
反
復
継
続
し
て
他
人

を
運
送
す
る
こ
と
は
、
法
律
で

堅
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
あ
っ
 
 

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
私
達
市

民
も
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

▽
重
点
事
項
 

①
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放
 

Q
右
年
運
転
者
対
策
の
強
化

▽
併
行
事
項
 

①
ン
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
月

間

（七
月
、
八
月
）
 

②
夏
の
交
通
安
全運
動
（
七
月

一
干
一
日
か
ら
十
日
間
）
 

（罵
盆

の
帰
省
交
通
等
に
よ
る

事
故
の
防
止
対
策
の
強
化
 

（八
月
士
二
日
か
ら十
日
間
）
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
事
故
を
 

て
も
、
運
転
手
付
き
で
借
り
た

り
、
運
転
手
の
斡
旋
を
受
け
る

こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
白
バ
ス
行

為
と
な
り
、
こ
れ
も
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
違
法
バ
ス
を
利

用
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
違
法
な
自
家
用
バ
ス

を
利
用
し
て
い
て
、
不
幸
に
も
 
 

起
こ
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

（五
所
川
原
警
察
署
）
 

交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
に
は

賠
償
問
題
（
任
意
保
険
等
）
が

非
常
に
面
倒
に
な
り
ま
す
。
 

（
東
北
運
輸局
青
森
陸
運
支
局
）
 

神
山
で
農
業
を
営
む
斎
藤
由

雄
さ
ん
（
6
3）
は
こ
の
ほ
ど
、
 

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
農
家
を

励
ま
そ
う
と
「百
姓
激
励
讃
歌
」
 

と
 
「百
姓
音
頭
」
を
つ
く
っ
て

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

斎
藤
さ
ん
は
農
業を
営
む
か

た
わ
ら
、
こ
れ
ま
で
二
十
数
年

間
に
わ
た
っ
て
短
歌
を
詠
ん
で
 

ん
 

五
所
川
原
生
活
学
校
（
前
田

つ
な
委
員
長
）
で
は
六
月
六
日
、
 

メ
ン
バ
ー
三
十
人
が参
加
し
約

三
時
間
に
わ
た
っ
て
、
市
庁
舎

前
お
ま
つ
り
広
場
の
草
刈
奉
仕

を
し
、
市
民
か
ら
喜
ば
れ
ま
し

た
。
 

同
生
活
学
校
は
、
日
常
生
活

面
で
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
な
ど

に
つ
い
て
学
習
を
続
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
日
は
、
 

き
た
ほ
か
、
自
己
の
出
稼
ぎ
経

験
を
も
と
に
、
そ
の
苦
し
さ
や

辛
さ
を
つ
づ
っ
た
歌
集
の
自
費

出
版
な
ど
も
し
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
た
び
の
歌
は
、
農
業
に

対
す
る
情
熱
が
満
ち
て
お
り
、
 

「今
は
厳
し
く
と
も
、
そ
れ
に

く
じ
け
ず
に
一
生
懸命
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
れ
ば
き
っ
と

い
い
時
が
く
る
。
頑
張
ろ
う
」
 

と
い
う
想
い
を
こ
め
て
つ
く
っ

た
も
の
。
作
曲
は
、
中
郡
岩
木

町
の
五
十
嵐
正
一
さ
ん
が
行
っ

た
。
 

斎
藤
さ
ん
の
つ
く
っ
た
讃
歌

は
次
の
と
お
り
。
 
 

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
恩

返
し
と
生
活
学
校
を
市
民
に
知

っ
て
欲
し
い
こ
と
か
ら
行
っ
た

も
の
。
 

同
生
活
学
校
で
は
、
今
年
は

農
産
物
加
工
施
設
の
見
学
な
ど

も
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
新
会

員
も
募
集
中
で
す
。
詳
し
い
こ

と
は
市
中
央
公
民
館
（
廿
璽
ハ

〇
五
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
 

一
、緑
の
大
地
に
青
い
空
 

無
限
可
能
の
耕
地
あ
り

し
た
た
る
汗
を
糧
に
し
て

た
ゆ
ま
ぬ
技
術
研
き
せ
ば

み
の
り
豊
か
に土
は
応
え
る

忍
び
に
耐
え
て
辛
く
と
も

い
つ
か
陽
が
差
す
時
季

（と

き
）
が
来
る
 

（二
・
三
番
と
百
姓
音
頭
は
 

違
法
な
自
家
用
バ
ス
を
使
用
し
な
い
で
グ
 

斎藤由雄さ 

農
家
を
励

ま
す
讃
歌
を

つ
く
る
 

神
山
の
斎
藤
さ
ん
ー
 



第
3
回
市

圏

桑

富
包

凹
日
程
決ま
る
 

▽
期
日
 
十
一月
十
五
・
十
六
日
 

▽
主
会
場
 
市
民
体育
館
 

市
民
の
み
な
さ
ん
ノ
農
林
産
物
等
共
進
令
へ
の
参
加
を
玉
願
い
し
ま
す
（
〕
 

('li農林課） 

国民健康保険税の 

納期を 6期に変更 
本年度から、国保税の納期を 

4 期から 「 6 期」 に変更し、糸内

めやすく しま した。 新しし味内其月

は次のとおりです。 納期内完納

をお願いします。 

「津 	」 

麟
）
 

期
 

第1其月 7 月 1 日～ 7 1131日 

第 2 期 8 月1 日一-8 月31日 

第 3 期 9 月1 日～ 9 月30日 

第 4 其月 10月1 日～10月31日 

第 5 期 11月1 日～11月30日 

第 6 期 12月1 日～12月28日 

（市保険年金課） 

7
月
 
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

防
ご

う
非

行
 

助
け
よ

う
立
ち

直
り
 

五
所
川
原
市

・
五
所
川
原
市
更
生
保
護
婦
人
会

五
所
川
原
市
保
護
司
会

・
五
所
川
原
市
B
B
s
会
 

間
 

月
 

ロ
叩
 締
 

食

取

期
斉

夏
一
 

無
料
 

u法
律
相
談
所
』
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
“
 

交
通
事
故
を
は
じ
め
、土
地
、
 

家
屋
の
問
題
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
離
婚
、
相
続
等
と
私
達
の

暮
ら
し
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
起
こ
り
ま
す
。
法
律
上
の
間

題
は
、
早
目
に
専
門
家
の
意
見

を
聴
き
、
的
確
な
解
決
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

マ
日
時
 七
月
二
十
六
日
（
土
）
 

午
後

一
時
、
四
時
 

▽
場
所
 
市民
課
市
民
相
談
室

▽
担
当
弁
護
士
 
三
上裕
先
生

▽
申
し
込
み
先
 
市
民相
談
室

云
内
線
二
八
一
ニ
一
八一
一

番
）
 

相
談
申
し
込
み
は
電
話
で
も

受
付
け
ま
す
。
氏
名
と
相
談
事

項
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
先
着
十
人
で
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

昭和61年（1986年） 7 月 1日 
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【
 

図固国回日団日 
市教育委員会て叫よ、 このほど図書館運営

協議会委員を次のとおり任命しました。 任

期は 2 年です。 よろしくお願いします。 

⑥会長 〇副会長 （敬称略・順不同） （敬称略・順不同） I 

＠寺田孫一郎、〇田辺洋三、藤田慶造、長峰 羊三、藤田慶造、長峰 i 

滋、中谷隆一、三上光次、中村謙治、川Iコ 欠、中村謙治、川口 i 

亀十郎、木村重治、飛島のぶ、工藤賢一、 島のぶ、工藤賢一、 I 
佐々木正明、毛内八太郎、鎌田嘉兵衛、木 13、  鎌田嘉兵衛、 木~  
村智慧雄 	

園圏圃園図~ 
rーーーーーーーー’ 

ン日H寺 7 月11日 I 

午後 2 日寺 	I 

レ場所 市働く婦人 I 

の家 	 I の家 	 I 

レ演題 これからの I レ演題 これからの I 

北国野菜づく りに I 北国野菜づく りに I 
ついて一 	 1 ついて一 	 1 

D講師 林 繁氏 ~ D講師 林 繁氏 ~ 

（札幌市実験農場長）~ 

ン入場料 無料 

主催 広域新農業セ 

ンター 
	 I 

市役所の電話番号は⑩2111番 , 
2 
I 
, 

I 
I 
, 

県婦人スポーツの集い 

参加者募集 

レ期日 10月 5 日（日） 

レ場所 県総合運動公園

レ参加対象市内在住の婦人

レ練習日 7 月22日～10月 

4 日（週1回程度） 

レ申し込み締切 7 月15日 

（先着30人） 

レ内容 帽子を使用したリ

ズムダンス、 レクリエー 

ションダンス（参加者に

はトレーニングウェアを

差しあげます） 

詳しくは、市教育委員会

社会教育課（ft内線 250番） 

へどうぞ。 

「郷土の新聞」展 
歴史民俗資料館 

D期間 7 月 8 日（火）~ 
9 月28日（日） 

レ場所 市歴史民俗資料館

ン展示内容 「西北新報」「北

辰民報」「青森民友」 など、 

約30種類の五所川原で発刊

された新聞を展示。 

）入館料 一般 200円、高

大学生 100円、小・中学生 

50円（20人以上は団体割引

があります） 

ン開館時間 午前 9 時～午後 

4 時 

レ休館日 月曜日（祝日の場

合は、その翌日） 

子ども会指導者、育成者研修会

中 央 公 民 館
市子ども会育成団体連合会 

子どもの健全育成に関

心のある方、多数ご出席

を．ノ 

レ日時 7 月13日（日） l 
午前 9 時 	 I 

レ場所 市中央公民館 I 
D講師 高橋民一氏（市 1 
教育委員会教育委員長）l 

）参加料 一人 300円 l 
参加申し込みは、市中 I 

央公民館（ft⑩6056番） 

へどうぞ。 

市民講座 
中央公民館 

レ日時 7 月 9 日困

午後 1時～ 3 時

レ場所市中央公民館

ン講師佐藤仁先生 

（佐藤仁外科胃腸

科医院長） 

ン募集人員 150 人

レ申し込み締切 7 

月 8 日 

お申し込みや詳し

いことは、市中央公

民館（”⑩6056番） 

へどうそ％ 
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7
月
1
日
か
ら
 

児
童
手
当
の
事
務
は
、
 

市
民
課
窓
口
係
（
か
内
線
一一
七六
番
）
 

で
取
り
扱
い
ま
す
。
 

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
（
主
に
母
子
家
庭
）
、
特
別
ぐ
 

、
「r
 

児
童
扶
養
手
当
（父
障
害
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従
来
与

ど
お
り
福
祉
事
務
所
で取
り
扱
い
ま
す
 

 

 

 

"
J
h、
‘
…
、

J
n、t
J
L
 

母
子
家
庭
等
の

児
童
に

医
療
費
が
給
付
さ
れ
ま
す
 

市
で
は
、
母
子
家
庭
等
の
経
 

必
要
で
す
。
印
鑑
、
母
子
家

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
 

庭
等
受
給
資
格
証
、
健
康
保

児
童
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
 

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
や
お
間
い
合
わ

▽
給
付
対
象
者
 

せ
は
、
市
福
祉
事
務
所
児
童
係

一
 
子
及
び寡
婦
福
祉
法
に
定
 

（
廿
内
線
二
四
三
番
）
へ
ど
う

め
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
 

ぞ
。
 

「福
祉
タ
ク
シ

ー
」
の
 

こ
利
用
を
視
魂
燃
載
 

身
障
者
手

帳
の
返

還
届
を
 

扶
養
す
る
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
 

②
x
母
の
な
い
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
 

▽
申
請
手
続
 
新
し
く
申
請
す

る
方
は
、
健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

受
給
継
続
し
て
い
る
方
は
、
 

七
月
中
に
更
新
の
手
続
き
が
 

「福
祉
タ
ク
シ

ー
」
と
は
、
 

利
用
券
（
三
枚
綴
、
 一
枚
四
百

円
）
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
方

が
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
の
際
、
運

転
手
に
身
障
者
手
帳
を
提
示
し

料
金
に
相
当
す
る
利
用
券
か
、
 

利
用
券
に
差
額
分
の
現
金
を
添

え
て
支
払
い
を
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
は
、
在
宅
で
目
の
不
自

由
な
方
の
社
会
参
加
を
図
る
た

め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す

▽
該
当
者
 
在宅
の
視
覚
障
害

者
で
、身
体
障
害
者
手
帳
（
一

級
ま
た
は
二
級
）
を
持
っ
て
 

四
月
一
日
か
ら
、
六
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
方
も
国
民

年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

六
十
歳
に
な
っ
た
時
点
で
加

入
期
間
が
少
し
足
り
な
い
た
め

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
方
や
、
 

保
険
料
の
未
納
な
ど
が
あ
っ
て

満
額
年
金
と
な
らな
い
方
は
、
 

こ
の
六
十
歳
か
ら
の
任
意
加
入
 
 

い
る
人
。
た
だ
し
、
市
内
に

住
所
を
有
し
、
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。
 

マ
受
付
け
 
土
曜
日
の
午
後
、
 

日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
い
た

平
日
 

▽
手
続
き
 
印
鑑
と
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
利
用
券
交
付
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

（
代理
人
で
も
可
）
。
 

申
請
や
詳
し
い
こ
と
は
、
市

福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
か
内
線

二
一
〇
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
す
で
に
国
民
年
金

の
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金

を
繰
り
上
げ
請
求
し
て
い
る
方

や
、
満
額
年
金
を
確
保
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
任
意
加
入
で

き
ま
せ
ん
。
 

（
市保
険
年
金
課
）
 

身
障
者
手
帳
の
所
有
者
で
、
 

既
に
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
家
族

は
、
身
障
者
手
帳
返
還
届
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

手
続
き
に
は
、
身
障
者
手
帳

と
印
鑑
が
必
要
で
す
が
、
手
帳

を
紛
失
、
ま
た
は
破
棄
さ
れ
た

方
は
印
鑑
だ
け
で
結
構
で
す
。
 

視
力
障
害
者
福
祉
会
で
は
、
 

視
力
に
障
害
を
も
ち
な
が
ら
同

会
に
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
に
、
入
会
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
 

同
会
は
、
視
力
障
害
者
が
共

に
手
を
携
え
、
助
け
合
い
な
が

ら
、
親
睦
と
融
和
を
図
り
生
活

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
昭
和
三
十

九
年
に
結
成
さ
れ
た
も
の
。
 

な
お
死
亡
後
、
既
に
数
年
経

過
し
て
い
て
も
、
ま
だ
返
還
届

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
や
届
け
出
は
、
 

市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
か
内

線
二
一
〇
番）
へ
ど
う
ぞ
。
 

同
会
で
は
、
五
所
川
原
点
訳

朗
読
奉
仕
会
の
協
力
に
よ
り
市

の
広
報
 J
J
J
ょ
が
わ
ら
」
 
の

録
音
テ
ー
プ
を
、
そ
れ
を
必
要

と
す
る
会
員
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
 

入
会
の
お
申
し
込
み
は
、
山

田
文
内
さ
ん

（
廿
⑧
八
五
一
三

番
 
錦
町
八
ー
一
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

⑦ 昭和61年（1986年） 7 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第618号） 

6
4歳
ま
で
の
方
は
国
民
年
金

に
任
意
加
入
で
き
ま
す
 

？
三
三
弓
ン
‘
事
“
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z事
z
/
I
ブ
・
三
●
を
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ラ
・
・
，
,
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‘
多
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弓
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・
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ノ
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・
f
善
ン
？
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・
ノ

・
‘
ブ
・
ラ
・
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●
三
●
・
・
‘

事
ブ
●
ン●
●
・
・

J
 

観
力
障
圏
冒
欄
蝕
会
に
 

入
会
暑
J
 

『サマージャン

ボ宝くじ（別称

市町村振興宝く

じ）の発売』 

7 月中旬からサマージ
ャンボ宝く じの予約申し
込みが開始されます。 

この宝く じの収益金は

市町村の災害対策と明る

く住みよい街づくりなど
に使われます。 

申し込み方法等詳しい
ことは、 7 月15日（火） 
の新聞（朝刊）紙上に発

表されます。 
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芦
山
フ
押
）実
技
講
習
 

一
 

受
講
者
募

集

；
 

品
 ）大きさ 一般の部 4 ツ切（カラー 

・白黒） 

中学生の部 キャビネ （カラー・白 

黒） 

小学生の部 キャビネ （カラー・白 

黒） 
J志募や詳しいことは、最寄りの郵便 

局へどうぞ。 

「簡易保険・郵便年金資金 	I 
L写真コンクールー作品募集」 
レ募集期間 5 月 1日～ 7 月31日 （入

選発表 9 月中旬） 

レテーマ 簡易保険・郵便年金資金で

造られた施設または簡易保険・郵便

年金加入者福祉施設を題材とした作 

尋 国囲ねぶお曙冒 
一ー

・一ー一一

～、 
 

講習会 参加者募集 
、ニ二＝ニニニふ一~一 

ー市観光協会ー 

レ日U寺 ワ月14日～18日

午後ワ日寺一19時 

ン場所 産経会館 

レその他 初心者には笛

を準備しています。ま

た笛の力セットテープ

も団体用として貸出し

する予定です。 

「虫と火まつり」出演 

窃すなる太太鼠 
打ち手募集 

＞募集人員 若干名 

レ練習日 7 月30日～ 8 月 

1 日 （午後 5日寺一～ 7 時） 

レ出演日 8 月 5 ・7 日 

（午前8 時30分～午後 3 時） 

ン申し込み締切 7 月18日

レその他 全日程出演でき

る方に限ります。 

お申し込みは、市商工観

光課（内線 259番）へどう

ぞ。 

rボランティア活動助成金 

＼ーー一希望団体募集 

レ対象 ボランティアグループまたは新たに

ボランティア活動するグループ 

レ助成金の内訳 

学生 1団体20,000円 6団体 

―般 1団体30,000円 6 団体 

レ応募期間 7 月15日～ 8 月31日 

レ応募方法 団体名、代表者、住所、氏名、 

電話番号及びこれから行うボランティア活

動での利用計画を記載のうえ、郵便でお申

し込みください。 （どんな種類のボランテ

ィア活動でも可） 

ン送り先 川）青森県社会奉仕振興会（呑0177 

⑩4107番） 青森市大字駒込字蛍沢289-27) 

市役所の電話番号は352 111番 

加
市
全
域
が
 

胴
 
速

達
取
扱

地
域

に
！
 

六
月
一
日
か
ら
、
市

全
域
が
速
達
取
扱
い
地

域
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
郵
政
省
が

速
達
郵
便
物
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
を
図
る
た
め
に

速
達
取
扱
い
地
域
を
全

国
的
に
拡
大
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
梅
田
、
中

泉
、
毘
沙
門
、
長
富
、
 

鶴
ケ
岡
、
藻
川
な
ど
の
 

不
法
投
棄
や
河
川
に
つ
い
て

の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
の

通
報
等
 

▽
活
動
範
囲
 
自
 
北
郡
中
里

町
大
字
芦
野
字
福
泊
地
先

至
 
市
内
大
字
藻
川
字
川
袋

地
先
 

▽
応
募
資格
 
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
心
身
共
に
健
康

で
、
河
川
に
接
す
る
機
会
が

多
く
、
河
川
に
関
心
の
あ
る
 
 

各
地
区
も
速
達
取
扱
い
地
域
と

な
り
、
郵
便
物
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

ま
た
小
包
郵
便
物
も
、
郵
便

局
に
到
着
し
た
そ
の
一
部
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
翌
日
扱
い
と

し
て
い
た
も
の
を
、
で
き
る
限

り
当
日
中
に
お
客
様
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
利
便
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

▽
報
酬
 
月
四
千
五
百
円
程
度

▽
応
募
期
限
 七
月
末
日
 

▽
応
募
方
法
 
官製
は
が
き
に
、
 

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
、
 

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
 

西
〇
三
七
青
森
市
中
央
三
丁

目
二
〇
ー
三
八
 
建
設省
青

森
工
事
事
務
所
 
河
川
管
理

課
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

家
内
就
業
を
希
望
す
る
婦
人

を
対
象
に
行
い
ま
す
0
 

棒
針
編
み

（
カー
デ
ィ
ガ
ン
）
 

▽
受
講
資
格
 
初
歩
的
な
手
編

み
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
。
 

▽
日
時
 
七
月
十
・
十
一
・
十

四
・
十
五
・
十
七
日

（
五
日

間
）
の
午
前
十
時
、
午
後
一
一

時
 

▽
持
参
す
る
も
の
 棒
針
（
十

号

・
十
一
号
の
二
本
針
）
、
 

か
ぎ
針
（
五
号
又
は
六
号
）
、
 

と
じ
針
、
ハ
サ
I
I、
、も
の
さ

し
、
筆
記
用
具
、
昼
食
 
 

ス
カ
ー
フ
か
が
り
 

▽
日
時
 
七
月
十
四
・
十
五
日

午
前
十
時
、
十
二
時
 

▽
持
参
す
るも
の
 
絹
針
（
長

針
“
絹
え
り
し
め
）
）
、
ハ

サ
ミ
、
指
ぬ
き

（
長針
用
）
 

場
所
及
び
申
し
込
み
先
は
、
 

い
ず
れ
も
市
働
く
婦
人
の
家
（
『
 

⑩
八
八
九
八
番

）
で
す
。
 

主
催
 
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
 

河
皿
国
圏
号
昌
り

I
日

B
 

建
設
省
青
森
工
事
事
務
所
 

▽
活
動
内容
 
日
常
生
活
の
範
 
八
 

囲
内
で
知
り
得
た
、
ゴ
ミ
の
 

マ
募
集
人
員
 
一
人
 



目
 
床
区
か
ら

買

い
ま
し
よ

う
 

ぜ
 

マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン
ー
箱

（子
一
〇
円
」
 

ず

裟
証
器
繰

難
」
 

川 

柳
 

一
 
閃
 

首
の
な
い
人
形
不
和
の
中
に
居
る

病
ん
で
知
る
妻
よ
り
勝
る
妻
は
な
し

頬
杖
は
首
の
重
さ
を
持
て
余
し

母
欲
し
い
子
が
い
る
故
に
二
度
の
妻

幸
せ
の
背
中
を
小
突
く
隙
間
風
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

天
 
僧

け
ん
じ
ろ
う
 

一
 
策

し
げ
る
 

川
柳
岩
木
吟
社
で
は
、
毎
月
第
三
金
曜
日

の
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
、
市
中
央
公

民
館

で
句
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

同
好
者
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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八甲田山の自然を見る会 了Jコ罵呂昌り寸卵寓9 

目目目ン勿一Jり」 

レテーマ 「地域とわたし」 

住みよい地域にするためには、何を

どうすればよいのか、そして、自分で

できることは何か、自分は地域にどの

ようにかかわっでいったらよいのか、 

などについての意見、提言であれば題

名は自由。 

ン応募資格 県内在住の中学生、高校

生及び一般（大学生含む。） 

D原稿枚数 400字詰原稿用紙 3~ 
5 枚 

レ応募期限 8 月30日（当日消印有効） 

レ送り先 市管理課 

詳しくは、県地方課振興班（廿0177 
⑩1111番 内線2064番）へどうぞ。 

 

五所川原山の会 
山の好きな人、山に登りたい

人、お気軽に参加を．ク 

レ期日 7 月13日 （日） 

D会費 一般 2,800円、中学生

以下 2,000円（申込みと同時

にお願いします） 

D集合場所 市民文化会館 

ン発着時間 出発 午前 6日寺30 
分、帰着 午後6 時30分

レその他 小雨決行 

コース、服装、持ち物など詳

しくは、長尾信寛さん（ff⑩28 
07番 市内松野木）へお問い合

わせください。 

レ受験資格 

昭和41年 4 月 2 日から 

昭和44年 4 月1 日まて、 

に生まれたノ、、 

ン受験申し込み期間 

7 月 9 日～ 7 月16日 

詳しいことは、 

五所川原税務署総務課 

へどうぞ。 , 
お則包営 
碇ケ関簡易保険保養セン

ターでは、このたび建物等

を全面改築します。 

着工は 9 月、完成は来年 

12月の予定ですが、工事期

間中は利用が一部制限され

ます。 

61.10.11-62.3.3 
●日帰り 大広間は利用

停止（入浴、個室、中

広間〈26畳〉は利用で

きます。） 
●宿泊 平常通り営業 

62 .3. 4-62 . 12. 24 
●日帰り、宿泊ともに全

面利用停止 

16ミリ映写機 

操作技術講習会 

＞日時 7 月 8 ・9 日 （ 2 

日間） 午前 9 時～午後 

4 時30分 

レ場所 鯵ケ沢田丁中央公民

館 

ン受講料 1,500円（テキ

ス ト代含む） 

お申し込みは、 7 月 3 日

までに市中央公民館（”電⑤ 

6056番）へどうぞ。 

主催 西北五視聴覚教育協

議会 

砂副露国買弱 
竃層留闘恩 

）日時 7 月31日 午前 

10時～正午 

ン場所 県職員会館 「八

甲荘」 （青森市） 

＞受験願書受付期間 6 

月30日～ 7 月19日（郵

送の場合は 7 月19日ま

での消印のあるもの有

効） 

試験科目など詳しくは、 

県鉱政保安課（ff01 77J 

1111番 内線4186番）へ

どうぞ。 

『事業所統計調査』にご協力を 
7 月 1 日現在で、全国いっせいに事

業所統計調査が実施されます。 
この調査は、統計法に基づいて行わ

れる調査で、全国のすべての事業所を
対象とした国の最も基本的な統計調査
のーつです。 

7 月 7 日から調査員が各事業所を訪
問して、調査票の記入をお願いします
ので、調査にご協力くださるようお願
いします。 

なお、 この調査についてご不明な点
は、市秘書企画課統計調査係 

（内線318・319番）へお問し、合わせ
く ださし、。 

愛 
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元気してますか・・？ 
「みんなの健康教室」 

テレホンサービス 
スタート” 

協力・北五医師会 

NIT轟糠局 

昭和61年（1986年） 7月1日 広報ごしょがわら （第618号）⑩ 
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7月の保健センター「相談日」 

ン日時 7月 4 ・11・18・25日 （毎週金曜日）の

午前10時～午後 3時 

）内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた健

康相談に応5じます。 赤ちゃんからお年寄りまて二

お気軽にどうぞ。 

お間い合わせは市衛生課 （呑内線268番）へ。 

市役所の電話番号は⑩2111番 

健康目＝コシー 
献血にご協力ください” 
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一
 

 午 	前 午 	後 

10時～正午 1時30分～4時 

18
H 
 
( 

市役所前 

おまっり広場 

（岩木町） 

西北中央病院前 

（布屋町） 

24
H 
困 

10時～正午 1時30分～4時 

ホテル 
サンルート 
五所川原前 

（布屋町） 

東
五
 
力

原
 

所
前
 

北
所
 
く

電
川
 
田
 
営
 
町
 
業
 

j
  

みんなの健康教室へどうぞ 
医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」 

が次の日程で開かれます。 才三】,気軽においで 

く ださし、。 
今回のテーマは 「乳がんは治る」 です。 

レ日 時 7月25日（金 午後1時 

レ場 所 市保健センター 

ン講 師 副島清治先生 
（西北中央病院長） 

ン主 催 北五医師会・市民保健協議会 

子宮がん●乳がん●
甲状腺の検診 

D対象者 30歳」こよ上の婦人（昭和31年 7月 

31日までに生まれた人） 
レ申し込み受付期間 7月10日～19日 （た

だし、 日曜日を除く） 
D申し込み方法 申し込み書ではす申し込み

ください。 （用紙は保健協力員、市役所

支所に備え右打ナしてーいます） 
レ申し込み先 市衛生課、市役所支所、保

健協力員のいず、れかに。 
D検診場所 市保健センター 
レ受診者負担 国保加入者 400円（市補助 

2 ,750[-'3)、その他の保険加入者は 1.500 
円。（ただし、70歳以上の人、生活保護世

帯の人、市民税非課税世帯の人は無料で

すが、受診の際に証明書を提出してくだ
さい） 

レ持参するもの 検診当日は保険証、健康

手帳（40歳以上の方のみ）、バスタオルを

持参してくださいぐコ 
レ検診月日 8 月27・28・29日、 9月17・ 

18・19・24・25・26日、10月1・ 2 ・3 
・15・16・17日のうちから市が指定し、 

後日、 申込者各自にお,知らせします。 
レ注意すること 乳がん、甲状腺検診のみ

の受診はできません。 ご了承ください。 
詳しいことは、市衛生課（廿内線272番） 

へどうぞ。 
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